






















































































春城の日誌や筆録を見ると 8）、1911 年（明治 44）3 月
の観山会発会に関する記事に始まり、1914 年（大正 3）
12 月の第一期最終回、さらには翌年の画集刊行までの
記述があり、特に 1913 年（大正 2）、1914 年には何
度も観山会に足を運んでいる。会は、毎回会員の一人
が会主となり、観山が持参した作品を購入する形式と













































○ 資料の改丁部分は「 ／ 」で示した。なお、第 1 紙は



































































































城日誌」1 － 29（『早稲田大学図書館紀要』26 － 63）、
春城日誌研究会「市島春城年譜」（『早稲田大学図書館紀
要』57、2010 年）、拙稿「解説と解題」（『市島春城随筆集』
11、クレス出版、1996 年）、金子宏二「『憶起録』解題・
翻刻」（『早稲田大学図書館紀要』58、2011 年）、拙稿「市
島春城の生家、角市市島家の歴史について～翻刻・新潟
県立図書館所蔵「吾家之歴史」～」（『早稲田大学図書館
紀要』62、2015 年）、同「春城市島謙吉、若き日の政治
論―翻刻紹介・市島春城「還魂紙料」―」（『日本史攷究』
40、2016 年）、同「翻刻解題　市島春城「自叙伝材料録
　一」」（『早稲田大学図書館紀要』64、2017 年）等参照。
冒頭部分
